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一
、
持
愈
の
点
先
年
間
の
書
簡
文
に
つ
い
て筑
波
大
学
大
学
院

一
、
李
硲
践
と
そ
の
府
辺
の
詩
人
た
ち

i
令
狐
楚
を
中
心
と
し
て

i

筑
波
大
学
大
学
院

一
、
社
前
の
「
涼
倒
レ
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院
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加
国
理
一
郎
氏
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口
真
由
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氏

一
、
江
流
の
山
内
に
つ
い
て
筑
波
大
学
附
属
高
校
非
常
勤
講
師

一
、
梁
啓
抑
制
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
に
つ
い
て

武
蔵
高
校
非
常
勤
講
師
佐
藤
一
樹
氏

一
、
日
本
古
典
文
学
の
典
拠
と
な
る
漢
詩
文
に
つ
い
て
の
二
、
一
一
一
の
問
題

京
都
教
育
大
学
青
木
五
郎
氏
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漢
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ム
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て

一
、
「
文
心
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に
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い
て

昭
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十
一
年
十
二
月
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日
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日
〉
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氏
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大
塚
漢
文
学
会
々
則

一
、
本
会
は
大
塚
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
一
一
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
入
会
を
希
望
す
る
者

四
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

総

会

年

一

回

2
、
例
会
年
約
一
一
一
回

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
G

ー

、

委

員

長

一

名

2
、

委

員

若

干

名

3
、

編

集

委

員

若

干

名

六
、
役
員
の
任
務

1
、
委
員
一
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る
0

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
闘
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
。

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
0

2
、
委
員
は
会
員
の
万
一
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

3 

4
在
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
は
差
し
支
え
な
い
。

入
、
会
員
は
会
費
年
額
四
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
々
一
刻
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
期
1
、
本
会
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文
学

会
々
射
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
文
芸
一
一
言
語
学
系
中
国
文
学
研

究

室

に

置

く

。

以

上

編
集
委
員
(
委
嘱
)

〈
哲
学
・
思
想
)
小
林
信
明
・
加
賀

(
文
学
・
語
学
)
鈴
木
修
次
・
内
山

ハ
漢
文
教
育
〉
鎌
田
正
・
金
子

栄
治
・
水
沢
利
忠

知
也
・
伊
藤
虎
丸

泰
一
ニ
・
田
部
井
文
雄
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